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(I) -a.1(i)-(1-6)f(xn(i))･i tf(xn(乙十 1))+f(f(xn(i-1)))
を調べる.f(X)はlocaldynamicsで,以下ではlogisticmap:lx(1-x)ないし,

































書 き｡transienが減衰 したあと20ステ ッ
プをプロット｡
サイトによりおよその周期が変化している





この詳細な機構は現在解明中であるが,注目すべきは, k-klや k2のフーリエ ･モー ドの



















xn(i)vs 乙 ｡ tranSientが消えたあとの32ステップe?重ね書き｡ i-3.57,
8-0･4 (a) 4周期 (b) 8周期 (C) 16周期 (d) カオス























S(k,-写･i;lXn(i,巧 20 6=｡.3,サイズ= 1.24


























e-0.2,C-0.3 (a)a-0.2 (b)a-0.203 (504ステップから504+
128×4ステップまで) (C)α-0.205 (a)α-0,207
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前回の講演でのべたように,遅延微分モデル (以下DDモデル )の高次元ア トラクターは,
次の諸性質をもっている｡












(5) (Intermitency)波数空間でのバンド(ノ､イ )パスフィルターを通した時空パ ターンに
は次の性質がある:ある特徴的波数 kdが存在して k>kdではバンドパスパターンが間欠
的バース トにみえ,間欠性の度合は kに比例する｡この領域では臭ったkでみられるバー
ス ト間に強い相関が存在する. kd-f(ZLE)である｡
まづKSモデルでも上記諸性質が満たされているか否かがテス トされた｡
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